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薬ＶＡＮ 概要説明 
２０１１年１１月１日 



• データの流れ 

• システムでの取り決め 

• １日の業務の流れ 



卸とのデータ連携 
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前 日 

当 日 

仕入データ  

仕入データ 

納品 

 ＦＡＸ発注、電話発注 

ＶＡＮセンター 薬局 医薬卸 

＊＊卸によってデータ締時間が違いますので確認が必要です＊＊ 

 発注データ 

発注データ 

 発注データ 

発注データ 



発注 

• 発注データを作成します 

• 発注データを一括でＶＡＮに送信します 

• ＶＡＮは受信後、即時に、卸ごとに振分します 

仕入 
• 発注日翌日に仕入データがＶＡＮに到着します 

• 店舗は仕入データを受信します 

• 電話発注分の仕入データもあります 

• ＪＡＮコード→薬価収載コードに変換して取込みます 

２ 



自社店舗間データ連携 

 

     
  
    
 
 
    
    
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注データ 

発注データ 

 移動出庫データ 

ＶＡＮセンター 
薬局 

（出庫側） 
薬局 

（入庫側） 

 移動出庫データ 



出庫側がデータを送る 

• 出庫側は出庫伝票の作成と出庫データを作成して
送信します 

• 入庫側は伝票とデータを突き合わせして確定します 

• 薬価収載コードでデータ交換します 

入庫側がデータを送る 

• 入庫側が出庫依頼（発注）データを作成します 

• 出庫側はその発注データを受信して出庫します 

• 出庫側は移動出庫データを返送します 

• 入庫側は伝票とデータを突合して確定します 

• 薬価収載コードでデータ交換します 
３ 



在庫共有データ 
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自社店舗全在庫データ 

 自店舗在庫データ 

ＶＡＮセンター 
薬局 

夜間にＶＡＮで
各店の在庫デー
タを集約する 



在庫共有データ 

 
• 閉店時、在庫データをＶＡＮへ送信します 

• ＶＡＮにて夜間に各店舗の在庫データを集約します 

• 開店時、各店は集約された共有データを受信します 

• 薬価収載コード単位での在庫共有となります 

 

 

４ 



レセコンとの連携 

薬価収載コードで連携 

ＵＳＢメモリ ｏｒ ＬＡＮ 

レセコン 
薬ＶＡＮ 

医薬品マスタ、処方データ 



• 医薬品マスタ（器材も含む）と処方データを連携します 

• 日中に何度しても構いません（上書き処理） 

• 処方データは過去に遡って取り込みしても構いません 

 

 

レセコンとの連携 

５ 



・薬価収載されている医薬品を対象とします。
・精製水、消エタなど処方箋によらないものでも、薬価があるもの、あるいは、お使いのレセコンでマスタ
   と使用量のデータが取り出せるものは対象とします。

・当システムでの在庫管理はレセコンの医薬品マスタの厚生省コードで管理するため、新規に在庫した薬品や
   、在庫はあるがレセコンに未登録の薬品はまずレセコンでマスタ登録を行ってください。
・医薬品マスタは当システムでは新規登録できません。必ずレセコンから取り込みを行ってください。
・医薬品マスタの納品単価は卸からの納品データを確定した時、及びメーカ直納データを入力した時に
   自動的に薬価単位に換算されて登録されます。

・医薬品の在庫管理は各薬品の実数単位になります。
       (例:薬価収載単位が10mlでも1ml単位管理となります。)
・散剤のバラ・ヒートなど複数の在庫形態があるものでも、同一の厚生省コードのものは実数単位（バラ）
   での在庫管理になります。

・ＪＡＮコードとは、医薬品の各包装別に決められた固有のコードであり、メーカ包装単位
（100Ｔ、700Ｔ
   、0.5g分包、1g分包・・など）が違えばすべて違ったコードになります。また、包装変更、　品名変更、合併等
   によるメーカ変更によって変わります。
・薬VANでJANコードの新規登録はしません。卸からの納品データを確定したときに、自動的に登録されます。
・卸への発注はJANコード単位になるため、使用しないJANコードはJANマスタで使用不可にするなど各店舗で
   メンテナンスを行ってください。

・当システムにJANコードが未登録の場合は、初回のみ電話またはFAXで発注を行ってください。
   その商品の納品確定時に登録されますので、次回発注から使用できます。
・発注時、10Tヒートと14T ヒート、外用の5gと10g、0.5g分包と1g分包などの規格の区別はJANコード
   の選択によって行ってください。
・空き箱発注をされる場合は、別途バーコードスキャナーをご購入の上、1品ごとにスキャンして読み込んで下さい。
   

・納品データがないものは、納品確定できないので、卸からデータを必ず送信してもらう必要があります。
・納品データを送れない卸がありますので、その場合は伝票を手入力で作成して下さい。
・納品確定した時点で、在庫数に反映されます。在庫確定日は伝票の納品日になります。
・仮伝票については本伝票の発行時に納品データができます。
・納品データの送信時間は卸によって違います。卸ごとに「①何時までに発注をしたものが、②いつ納品になり
　、③いつ納品データで返ってくるのか」を事前に各卸へ確認してお居て下さい。

・返品についても、納品データ（返品データ）が発生します。
・返品データを送れない卸がありますので、その場合は伝票を手入力で作成してください。
・返品データも確定した時点で在庫数に反映されます。（マイナスされます。）
・返品データは遅れて発生します。

・レセコンから処方データ（出庫データ）を抜き出して当システムに取り込んでください。
・洗い替えで取り込みしますので、一日何度でも取り込み可能です。
・当月初日～当日までを期間指定して取り込みすることをお勧めします
・レセコン側で処方を打ち直した場合は、必ずそのデータを取り込みなおしして下さい
・毎月決められた日に前月分の再取り込みをすることをお勧めします

システムでの取り決め  (2011/11/1)

納品について 

返品について 

使用量の取り込みについて 

医薬品マスタについて 

在庫管理の単位について 

ＪＡＮコードについて 

発注について 

システムの対象薬品について 



・当システムの標準は出庫側が納品書作成と出庫データ作成をします。
　出庫側はデータ入力後、速やかに通信（送信）して下さい。
　入庫側はそのデータを受信して送られてくる納品書と突合せして確定して下さい。
・移動入出庫データの修正を行う場合は、必ず入庫側・出庫側の双方でデータを削除し、再度出庫側でデータ入力
　と送信をして下さい。
・店舗間発注も可能です。入庫側が発注データを作成して送信します。出庫側ではそのデータを受信します。
　出庫側はデータ確認のうえ、数量訂正等がある場合は修正をして納品書発行と出庫データを送信して下さい。

・他薬局から小分購入した場合は「社外入庫」で入力します。（区分：購入）
・他薬局へ小分販売した場合は「社外出庫」で入力します。（区分：販売）

・期限切れなどによる廃棄、誤調剤などによるロスについては、「その他出庫」で入力します。
・個人に販売した場合も「その他出庫」で入力します。

・コンピュータの在庫数と実在庫を合わせる場合は、「棚卸」-「実棚数入力」で行ってください。
・棚卸時以外で実在庫を合わせていただく場合は、その他入庫・その他出庫機能で＋－調整して下さい

・次の場合は品名変更処理を実施して在庫付け替えする必要があります。
　　レセコンで仮薬品コードから本コードに切り替えた時。
　　品名変更になって、レセコン側の薬品管理コードに変更があった時。
・当システムで品名変更をすると、実施日付で変更前薬品の在庫をゼロにし、変更後薬品の在庫に付替えます

・履歴から修正したいデータを検索したうえで、該当行左端にある「訂正」ボタンを押すとそのデータを登録した
　画面に「訂正モード」として表示されます。そのデータを修正して再度「確定」してください。
・処方データは修正できませんので、レセコン側を修正した後、再度取り込み直しして下さい。
・発注データは修正できません。送信後は、卸へ連絡をして発注取り消しをして下さい。
・社内移動データは修正できますが、修正分は送信されませんので誤差の原因となります。
　修正する場合は、必ず出庫側・入庫側双方で削除した後、出庫側がデータ入力と送信をして下さい。
・棚卸データも修正できません。同一棚卸日で再度入力すると上書きします。

・定期的に薬VANポータルにて「バックアップ機能（オークラ情報）」を実施して下さい
　このバックアップはセンター（遠隔地）へのデータバックアップと最新のバグ修正したプログラムが受信できます。
・定期的に薬VANポータルにて「バックアップ機能（USB）」を実施して下さい
　このバックアップはデータをまるごとUSB（外部装置）にバックアップします

・当システム利用時、障害やわからなくなったことが起きると遠隔にてサポートします
・薬VANポータルの「遠隔操作機能」を使います

医薬品の社内移動について 

他薬局への小分けについて 

期限切れ・調剤ロスについて 

在庫数の補正について 

確定されたデータの修正について 

バージョン情報の確認について 

バージョンの確認は左すみにある 
「薬VAN」の横に表示されています。 

右の例では「Ver.２０１１．０７．２７」という 
バージョンになります。 

バックアップ運用について 

遠隔サポートについて 

品名変更について 



参考マニュアル

入力作業（Ⅴ）発注P
１～１１

入力作業（Ⅴ）発注
P7

バックアップ
薬VAポータルを使ってデータのバックアップをとる。

入力作業　ポータル
機能についてP６～７

VANセンターにバックアップすると、現在のバージョンを
確認し、古ければ最新版がダウンロードされます。

在庫共有データの送信
当日終了時点での在庫データを送信する。 入力作業（Ⅲ）伝票

処理P1VANセンターで夜間に全店のデータを集約して翌朝配信する。

●ここまで済んだら、理論在庫数がわかるので、発注を行います。

発注
薬の発注登録を行う。

通信から□発注データにチェックを入れ、データ送信を行
う。

廃棄ほか出庫 廃棄や破損、社員への販売の登録を行う。
入力作業（Ⅲ）伝票
処理P1２

再計算ボタン押す
当日までの処方から安全在庫を再計算させる。画面の在庫
をきれいに正しく表示させる。

入力作業（Ⅱ）処方
データ・医薬品マス
タ連携

レセコンから医薬品マスタと当日までの処方データを取り
込む

レセコン連携

入庫
受信した仕入伝票、社内移動入庫伝票を確定する。 入力作業（Ⅲ）伝票

処理P２～６

データ送信 社内移動出庫データを送信する
入力作業（Ⅲ）伝票
処理P1

出庫
社内移動出庫データを作成する。納品書を発行する 入力作業（Ⅲ）伝票

処理P７～８、１０近隣の薬局への分譲を登録する。納品書を発行する

後発品卸からの仕入伝票の手入力を行う。

入庫処理
受信した仕入伝票、社内移動入庫伝票を確定する。後発品
卸からの仕入伝票の手入力を行う。

入力作業（Ⅲ）伝票
処理P２～６

レセコン連携
レセコンから医薬品マスタと前日までの処方データを取り
込む

入力作業（Ⅱ）処方
データ・医薬品マス
タ連携

データ受信 仕入データ、社内移動データの受信をする
入力作業（Ⅲ）伝票
処理P1

１日の業務の流れ(2011/11/1)

起動 システムを起動する。

データ受信
仕入データ、社内移動データ、在庫共有データの受信をす
る。

入力作業（Ⅲ）伝票
処理P1

開店

～１６：００まで 

閉店

１６：００～１９：００ 



参考マニュアル

棚卸し 実棚在庫を計数して在庫を合わせる 棚卸手順書

廃棄登録
入力作業（Ⅲ）P１
２、別冊帳票集

月間処方データ再取込み 月初に前月分の処方データを再取り込みする
入力作業（Ⅱ）処方
データ・医薬品マス
タ連携

その他出庫で廃棄、破棄等ロスを登録する

ロス期間帳票を出力する

在庫管理業務の流れ(2011/11/1)

薬品のレセコン管理コードを仮コードから本コードに切替
て在庫付替が必要なとき品名変更 品名変更

品名変更になりレセコン管理に変更があったとき

随時 

期末 



薬VANトップ画面の説明 

平成２３年１１月１日 

動画で見たい方はこちら
http://www.ois92.co.jp/kvan/menu16.html 



目次 

• 画面の項目説明    Ｐ１～Ｐ１７ 

• 各種ボタンの説明   Ｐ１８～Ｐ２３ 

 
各ページ上段の画面の       で囲まれた箇所の 

説明が下段にあります 





①ここで指定した日の在庫を表示します。 

  初期値は当日です。 

２ 





 

上段左から 

①指定日の薬価在庫金額を表示 

②月数＝薬価在庫金額/直近1か月分の処方金額 

③引渡可能金額＝買い過ぎた分（過剰在庫）の在庫金額 

 

下段左から 

④安全在庫 適正在庫金額。 

  薬品ごとに指定日数分の処方数合計のMAX値を安全在庫数と
して計算。安全在庫数＊薬価を計算した全合計金額。 

⑤月数＝安全在庫額/ 直近1か月分の処方金額。 目標値 

３ 





①レセコンで薬品を検索する時のキーと同じで検
索できます。 

４ 





①薬品名で検索。 

  標準は前方一致。 

      を押すとあいまい検索。（指定した文字
がある薬品を検索）  

５ 





上段左から 

①レセコンで薬品を検索する時につかうキー 

②出庫頻度を表す 
  （◎よく出る、○まあまあ出る、△出る、▲ほとんど出ない）※システム設定可 

 

下段左から 

③先発、後発区分 

④内服、外用、注射を表示 

⑤麻薬、毒薬、劇薬、向精神薬、向精神薬１、２ 

 覚醒剤を表示 

⑥稀品（人管理品）にチェックしておく（手動にて設定） 
   

６ 



① 



上段左から 

①薬品名はレセコンから連携。色は、不動品を表し、赤は
１年以上、黄は６ヶ月以上、青は３ヶ月以上処方出庫
がない薬品です。不動判定期間の設定はシステム設
定で変更可能です。 

 ※①のボタンを押すと（青、黄、赤）→（黄、赤）→（赤）と抽出できます 

 

下段左から 

②メーカ名（最終仕入データで更新されます） 

③取引先（発注先）はマスタの設定ですが最終仕入で更
新も可能。 

④値引率は最終仕入単価での計算 

⑤薬価はレセコンから連携 

⑥最終処方日 

   
７ 



① 



上段 

①有効期限は先入れ先出しで計算。今ある在庫で古い
期限の方を表示。右の  をクリックすれば履歴表示。 

  色は期限切迫品を表し、赤（期限切れか３ヶ月以内に
期限切れ）、黄（半年以内に期限切れ）、青（１年以内に
期限切れ） 

  ※①のボタンを押すと（青、黄、赤）→（黄、赤）→（赤）と抽出できます 

 

下段 

②来局予定は次回出庫予定日。過去の処方間隔から自
動計算。参考値。予約発注に利用。 

８ 



① 



上段 

①在庫月数 薬価在庫金額/直近1か月分の処方金額 

  色は過剰品を表し、赤（在庫期間６ヶ月以上）、黄（在庫
期間４ヶ月以上）、青（在庫期間３ヶ月以上） 

  ※①のボタンを押すと（青、黄、赤）→（黄、赤）→（赤）と抽出 

 

下段 

②薬価在庫金額＝在庫数×薬価 

９ 



① 



上段 

①在庫数は、画面指定日の在庫を表示。色は在庫不足
（発注候補）を表す。 

  赤は前回発注日以降で出庫があり安全在庫を下回っ
た薬品。黄は発注保留品です。 

  ※①のボタンを押すと 赤→黄→稀品（人管理品）と抽出 

 

下段 

②安全在庫は４日分担保するための在庫。 

  担保日数はシステム設定可。 

１０ 





上段 

①＠在庫数は、予製在庫数を表す。全在庫のうち予製に
している在庫。予製マスタを作成し、そのマスタに予製
構成薬品を登録します。予製を作成したり処方したりす
る都度入力することで管理できます。 

    右の  を押すと予製マスタ、予製構成品の修正画面
へと移ります。 

 

下段 

②調整数は、安全在庫を多くしたい時の項目（手動設定） 

１１ 





上段 

①予定数は、下記データの合計数。二重発注防止用。  

   ・仕入画面に残している 

   ・社内入庫、社外入庫画面に残している 

   ・発注画面に未来発注日で残している 

   ・発注済みで未入庫 
 

下段 

②発注予定日は上記①の中で未来発注分について発注
日を表示 

１２ 



画面右半分はこのボタンで表示する内容が変わります。 



①在庫共有  

  他店舗（在庫共有を許可している店舗）の取り扱い状 

  況を表示。色は不動品を表す。記号は出庫頻度を表 

  す。 

１３ 





 

①画面指定日と過去６ヶ月の入出庫状況  

 

１４ 





 

①メモ欄はフリー入力エリア 

 

②管理レベルは、薬品にマーク（重要管理等）する時に使
う。管理レベルを指定して抽出可。 

 

１５ 





 

①引渡し可能数は、不動品は在庫数、過剰品は過剰に
なっている分の在庫。他店舗に引き取ってほしい数。 

②引取り可能数は、その数を他店から引き取っても過剰
にならない数。 

③ABC分析は、使用金額順でのABC分析 

④薬品コード、YJコード、貯法、薬効を表示 

 

１６ 





 

①棚番は１～７まで設定可。棚卸で楽になります。 

②棚卸日は最終棚卸日です。棚卸したかどうか判別でき
ます。 

１７ 





左から 

①カレンダー：日付をカレンダーから指定できる 

②再読込：指定した日付で在庫を再計算して表示 

        過去の日付の在庫を表示したい時など 

１８ 





上から 

①レセコン：レセコンから医薬品マスタ、処方デー
タを連携する画面に移る 

②通信：仕入データ、社内移動データ、在庫共有
データ、発注データを送受信する画面に移る 

１９ 





上から 

①表示：取扱品、予製品、全品の表示切替 

       をする。 

     ※取扱品とは在庫がある or 過去６ヶ月動きがある薬品 

②切替：薬品画面とその他画面を切り替える 

            その他とは在庫管理しない物 

       

２０ 





左から 

①チェック：入出庫、発注したい薬品を選択する 

②選択：チェックした行を抽出 

③後：押すたびに先発、後発を抽出する 

④成：押すたびに内服、外用、注射を抽出する 

⑤規：押すたびに麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、覚醒剤を
抽出する 

⑥稀：稀品にチェックした行のみ抽出 

⑦頻：押すたびに◎、○、△、▲を抽出する 

２１ 





左から 

①不動品：不動品を抽出する 

②期限切迫品：期限切迫品を抽出する 

③過剰品：過剰品を抽出する 

④発注候補：発注候補を抽出する 

⑤画面切替：画面右半分の情報を切り替える 

２２ 





左から 

①終了：システム終了 

②全店共有：自社内全薬局の在庫を表示 

     自薬局に無い薬品が検索できる 

③抽出条件：画面を項目指定で抽出できる 

④CSV：画面のデータがすべてCSV出力される 

⑤帳票：画面の帳票を表示 

⑥再計算：安全在庫を再計算して表示しなおす 

        画面のデータがおかしくなったら押すと 

                きれいに再表示できる 

２３ 
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毎日の基本の操作方法を解説しています 



６．簡易履歴画面表示

５．一括指定機能
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（Ⅰ）システムの基本操作　





例）社内入庫の場合

システムの基本操作

レセコンで使用している薬品名 
で検索できます。 
    を押すと入力した文字で
あいまい検索できます。 

当システムは 
    ①トップ画面で薬品を検索して選択し 
  ②どうするかを選択する（入庫、出庫、発注など） 
が基本です。 
下の例では 
  ①「アイケア点眼液0.1% 5ml」 
   「アイビーディードライシロップ5%」  を 
  ②「社内入庫」で入力するようになります。 
 
サブメニューの横に✔がある場合は、選択された薬品がその画面に 
表示されます。 

選択した薬品が抽
出され、入力画面に
移動します。 

レセコンで使用している呼出し名 
で検索できます。 

１ 

２ 

漢字の薬品名は漢字を正しく入力して 
検索してください。 
例：半夏寫心湯エキス → 半夏 ○ 

注意 

① 

② 

1.薬品の検索方法 

２.薬品の選択方法 
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３.キー操作説明 

↑ tab  

キーボードの操作で薬品検索がスムーズに行えます。  

キーボードの矢
印キー（↑・↓）
で薬品を上下動
作で検索出来ま
す。 

Tabキーで薬品
検索を行ってい
る途中でも検索
キー・薬品名入
力に戻れます。 

↑ ↓
← 

→ 
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例）在庫金額の高額順で並び替えたい場合　　　 を使う。 - ③

1.在庫金額部分をクリックします。
2.左上の便利機能から　　を選択します。
3.在庫数が大きい順に並び変わります。
どの項目でも可能です
（A-Zは昇順、Z-Aは降順です）

例）メーカーで抽出したい場合　　　を使う。 - ④

メーカ名：第一三共を抽出
1.メーカー名が第一三共になっている部分をクリックします。
2.左上の便利機能から　　を選択します。
3.選択したメーカー名が抽出されます。
どの項目でも可能です

便利機能

画面にあるExcel（Word）マーク
をクリックします。 

１ 

ワンポイント 

Excelに出力されたデータは「マイド
キュメント」に保存されます。 
また「抽出条件」を指定した状態で 
「Excel出力」すると、その条件のも
のが出力されます。 

右にスクロールするとデータがあります。 
左側にある必要のない部分や利用しない 
項目は削除・編集してください。 

注意 

１ 

2 

１ 

2 

①任意の項目で並替・抽出できる機能             が画面に付いています。あいうえお順や在庫数・薬価の大
きい順に並び替えしたり、指定項目の薬品を抽出したりできます。 
②Excel変換           のExcel（Word）マークは、画面・帳票がExcel（Word）出力することができます。 
③一括選択機能は各入力画面で日付、取引先を一度に入れたい場合に使用します。 

「並替」は並替をしたい項目をクリックしておいて
昇順（A‐Z）や降順（Z‐A）でできます。-③ 

「抽出」は抽出したい項目をクリックしておい
て抽出ツールでできます。-④ 

１．並替・抽出機能 

2．Excel変換機能 
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例）発注画面で発注日を一括置換したい場合

※どの画面の項目もできますが、取引先名の置換はしないで下さい。

①発注日のところをクリックする 
②キーボードの           +          (同時に押す）を押す 

③置換の検索する文字列に変換前日、置換後文字列に変

換後日を入力する 
④すべて置換を押す 
※検索する文字列に該当する日が全て変わります。 
 

Ctrl F 

４．任意項目置換 

3．CSV出力 

画面下の「CSV」をクリック
します。 

１ 

ワンポイント 

 
CSVに出力されたデータは「コン
ピュータ→ローカルディスク（C:）
→SDN」に保存されます。 

また「出力項目」を指定した状態で 
「CSV出力」するとその条件のものが
出力されます。 
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例）社内入庫で一括指定する場合
　　社内入庫画面内にある選択された薬品の入庫先と入庫日が一括で入力できます。

１．『入庫』⇒社内入庫 ２．『一括指定』ボタンを押し日付・取引先 ３．入庫先と入庫日が指定した内容

　　をクリックします。 を入力し、一括指定画面の一括指定ボタンを押します。 になります。

例：特定の期間で使用した薬品の一覧抽出
（12年4月1日～4月30日までの処方・出庫のある薬品の抽出）

５．一括指定機能 

６．簡易履歴画面表示 

呼び出し名横の  をク
リックすると薬品の履歴が
表示されます。 

１ 

７．抽出機能 

画面を項目指定で抽出できます。    

１ 画面下の「抽出条件」をクリッ
クします。  
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例2：使用禁止品の抽出

詳細抽出条件が表示されます。

「条件項目」から最終処方・出

庫日を選択「抽出条件」から値

以上（≧）を選択「抽出値」に

抽出したい期間の初めの日付を

入力します。 
次に下段の「条件項目」に最終
出庫日を選択「抽出条件」に値
以下（≦）を選択抽出値に抽出
したい期間の最終日を入力し
「抽出」をクリックします。 

２ 

３ 上記の条件に当てはまる薬品が
抽出されます。（12年4月1日
～12年4月30日までの処方・出
庫のある薬品） 

１ 画面下の「抽出条件」をクリッ
クします。  

２ 「抽出対象」横の削除分に
チェックを入れ「抽出」をク
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３ 使用禁止にチェックを入れた薬
品一覧が抽出されます。 
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（Ⅱ）処方データ・医薬品マスタ連携





    *レセコンマスタ抜取りは新規薬品や名称変更等、レセコン上で変更があった場合にしてください。
　　（毎日しなくてもよい）

処方データ・医薬品マスタの連携

 レセコンからのマスタ抜き取り 

レセコンデータ取り込みを行います。 

取り込みを行うデータに 
チェックを入れます。（『どち
らも取り込む』をチェックする

「取込開始」をクリックして取り
込みを行います。 

３ 

正常に終了すると右記の 
メッセージが表示されます。 

４ 

「閉じる」でトップ画面へ 
戻ります。    

５ 

１．レセコン

２．在庫管理システム側 

「レセコン」をクリックします。  １ 

レセコンのマニュアル参照 
(医薬品マスタ、処方抜き取り) 

２ 
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（Ⅲ）伝票処理　





通信

（１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） ※注意１ （１ポイント） □１ □2 （１ポイント） （１ポイント） 

１ 「通信」をクリックします。  

ワンポイント 

複数選択可能です。 
「在庫共有データ」通信は一日一度で 
大丈夫です。 

送信した時点のデータが翌朝,集約され 
在庫共有のデータとなります。 

通信したいデータを選択し、 
「確定」をクリックします。 

２ 

「はい」をクリックします。 ３ 

「OK」をクリックします。 ４ 

１．通信 

各種データの送信や受信を行います。    

朝・昼は通信が集中しエラーが表示され
る場合があります。 
数分後に再度通信を行って下さい。 

注意 
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卸との取引（１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） ※注意１ （１ポイント） □１ □2 （１ポイント） （１ポイント） 

１．卸仕入

データ交換卸の仕入・返品の確定を行います。 
伝票と受信したデータを突き合わせて確認していきます。 
あらかじめ通信して仕入データを受信してください。 
「仕入データ受信」にチェックをいれて通信を行います。 
通信は「通信手順」を参照ください。 

「入庫」→「卸仕入」をクリック 
します。 

２ 

画面上のチェックボックスを 
クリックすると、一括で確認 
チェックができます。 

4 

注意 

伝票があるのにデータがないもの → オークラ情報システムに連絡。 

伝票がないのにデータがあるもの → 卸に確認。確認できれば削除。 

入庫には通信(データの取り込み)とデータ確定の２つの操作が必要です。 

１ 仕入横のメッセージは仕入データ
が受信できていることを示します。 

３ 伝票NO・仕入先・納品日などで 
絞り込みをして確認作業ができます。 

確認が終れば「確定」をクリック
すると、確認のチェックをつけた
データの表示がなくなり、在庫数
に反映されます。 
伝票日付で在庫数に計上されます。 

５ 
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対象薬品として右側に表示が出た
もののうち、該当する薬品の呼び
出し名をダブルクリックします。 
呼び出し名下の黄色い枠内に選択
した薬品名が表示されます。 

２ 

対象薬品選択後、薬価収載単位に注意 
して包装総数を入力します。 
点眼液・漢方薬等は注意が必要です。 
１０ml・１０g単位でも１ｍl・１g単
位で入力します。 

ワンポイント 

■■ 在庫管理する医薬品など ■■ 

仕入入力画面にある、薬品登録 
ボタンを押すと登録画面に 
変わります。 
呼び出し名に、レセコンでの呼び
出しコードを何文字か入力します。 

１ 

３ 入力内容が確認できたら、「確

定」をクリックします。 
内容を必ず確認し、「はい」を 
クリックします。 

薬品登録は新規薬品やJANコードが変更になった時に必要となります。 
「呼び出し名」欄が赤く表示されます。 

２．薬品登録 
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■■ OTCなどの在庫管理をしない薬品の場合（ﾚｾｺﾝﾏｽﾀにない物）■■ 

１ 「器材OTCフラグ」にチェックし、
メッセージを確認して「はい」を
クリックします。 

「確定」をクリックし、再度出て
きた確認メッセージで「はい」を
クリックします。 

２ 
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仕入返品伝票作成 

「入庫」→「卸仕入（手打ち）」
２ 

「進む」をクリックします。 
３ 

納品日・仕入先・数量・金額 
４ 

確認にチェックをいれてから
５ 

データ通信をしない卸からの仕入を手入力します。 

３．仕入・返品伝票作成 

データ通信をしない卸からの仕入・返品伝票を入力します。 

入庫から｢伝票入力」を選択 
します。 

１ 

「取引区分（仕入or返品）「取引
先」「伝票NO」「備考」を入力
します。 
※「備考欄」は必須ではありません。 

２ 

呼び出し名に、レセコンでの呼び
出しコードを何文字か入力します。 
入力後Ｅnterを押すと対象薬品が
表示されます。 

３ 

４ 対象薬品として右側に表示が出た

もののうち、該当する薬品の呼び

出し名をダブルクリックかＥｎｔ

ｅｒをクリックします。 
呼び出し名右の赤色い枠内に選択
した薬品名が表示されます。 

数量、金額必要であればロット№、

有効期限を入力し入力後Ｅnterを

押して下さい。内容確認後、確定

ボタンを押して下さい。 
確認表示では「はい」を選択しま
す。確定後、続けて伝票入力が行
えます。 

５ 
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社内移動

「入庫」→「社内入庫」をクリック
します。 

３ 

１．社内入庫 

自社グループ店舗間での移動（入庫）の受信や確認を行います。 

移動入庫データ受信にチェックを
つけます。 

２ 

出庫側から送られてくる納品伝票 
と受信したデータを突き合わせ 
「確認」チェックを入れます。 
 

「確定」をクリックします。 ５ 

入庫側は全てデータで受信するようになります。 

トップ画面の通信ボタンをクリッ
クします。 

１ 

４ 
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２．社内出庫 

自社グループ店舗間の移動（出庫）の入力や確認を行います。 
出庫側は必ず移動データを作成＆送信をして下さい。 

出庫したい薬品にチェックを 
いれます。 

１ 

「出庫」→「社内出庫」をクリッ
クします。 

２ 

「進む」をクリックします。 ３ 

取引先を選択して日付、数量、 

ロットNO、有効期限を入力します。 
 

４ 

ワンポイン

薬価差右横の▼をクリックするとロッ
トNO,と有効期限リストが表示されま
す。リストからロットNO,と有効期限
を選択できます。 
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「確定」をクリックします。 ５ 

「移動出庫データ送信」にチェッ
クして通信開始をクリックします。 

７ 

ワンポイン

出庫確定すると納品書が印刷されます。 
（マスタ設定で出力設定できます。） 

トップ画面の通信ボタンをクリッ
クします。 

６ 
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他薬局との分譲

１．社外入庫 

自社グループ店舗外の薬局から購入した薬品の入庫入力を行います。 

入力したい薬品にチェックを 
いれます。 

１ 

「入庫」→「社外入庫」をクリッ
クします。 

２ 

「進む」をクリックします。 ３ 

日付、取引先、数量、金額 
（税抜き）を入力します。 

４ 

金額は取引マスタの設定が反映されま
す。 

ワンポイント 

「確定」をクリックします。 ５ 

取引先マスタの設定によりフリー入力 
も可能です。（必ず▼ から一度、「手
入力店舗」を選択した後、店舗名を入
力し直して下さい。） 

ワンポイント 
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２．社外出庫 

自社グループ店舗以外の薬局への販売を入力します。 

入力したい薬品にチェックを 
いれます。 

１ 

「出庫」→「社外出庫」をクリック
します。 

２ 

「進む」をクリックします。 ３ 

日付、取引先、数量、金額 
（税抜き）を入力します。 
 

４ 

「確定」をクリックします。 ５ 

ワンポイント 

金額は取引マスタの設定が反映されま
す。 
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その他入出庫

入力したい薬品にチェックを 
いれます。 

１ 

「入庫」→「その他入庫」をク
リックします。 

２ 

「進む」をクリックします。 ３ 

「確定」をクリックします。 ６ 

区分、日付、数量、金額 
（税抜き）を入力します。 
 

５ 

区分を選択します。 
（あらかじめ「設定」-「その他入
庫区分」を登録しておく必要があ
ります。） 

４ 

１．その他入庫 

プラスの在庫調整修正などを入力します。 
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入力したい薬品にチェックを 
いれます。 

１ 

「出庫」→「その他出庫」をクリッ
クします。 

２ 

「進む」をクリックします。 ３ 

「確定」をクリックします。 ６ 

区分、日付、数量、金額 
（税抜き）を入力します。 

５ 

区分を選択します。 
（あらかじめ「設定」-「その他出
庫区分」を登録しておく必要があ
ります。） 

４ 

２．その他出庫 

破棄破損、廃棄などのロスを入力します。 
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値引・値増伝票入力

値引の場合も値増の場合も正の金額
を入力して下さい。 

ワンポイント 

１．登録 

値引、値増伝票を入力します。 

「価格訂正」→「登録」をクリッ１ 

値引または値増を選択します。 ２ 

対象の伝票の日付を入力します。 

入力例 : 201３年１月２０日 
     ↓ 
「130120」になります。 

４ 

伝票番号を入力します。 ５ 

値引、値増金額（伝票に表記され
ている総額（税抜き）を入力しま
す。 

６ 

値引の場合伝票上では、合計金額のところには、「-」表記されていますが、 
「-」入力の必要はありません。 

合計 -240  税額計 -12  総計 -252  ならば、「240」を入力します。 

参考 

例 

卸を選択します。 ３ 
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確定にチェックを入れ内容を確認
し「確定」をクリックします。 

７ 
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仕入、返品、入庫、出庫、補正等の全履歴を確認できます。

履歴  

１．履歴 

「履歴」→「在庫履歴」をクリッ
クします。 

１ 

選択期間中のすべて（仕入・返
品・入庫・出庫・補正）の履歴一
覧が表示されます。 

２ 

修正は「確定したデータの修正手順」
を参照ください。 
※発注データ、棚卸データは 
こちらの画面では修正できません。 

ワンポイント 
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確定したデータの修正・削除

１．確定したデータの修正 

一度確定してしまったデータの修正をおこないます。 

「入庫」「出庫」「価格補正」等

全ての「履歴」があります。「履

歴」から「在庫履歴」をクリック

します。 

例）入庫（卸仕入）の場合 

１ 

期間を選択し区分の一覧から 
「仕入」をクリックします。 

２ 

修正したい対象の横にある「訂
正」をクリックし「はい」をク
リックします。 

３ 

対象を入力した画面にデータが
戻っています。 

 
例の場合：入庫→卸仕入に戻って
います。 

４ 

品名変更 
例 ※ 4/26以降は入出庫・処方・発注など全てアローゼン顆左側の「変更前」に変更したい薬

3 
同じ成分の薬品一覧が表示されま

4 
一覧の中に品名変更したい薬品がない右側の「変更後」に選択した薬品確認にチェックをいれて「確定」 
6 

をクリックします。 メッセージを確認し「はい」をク
7 
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例：社外出庫の場合

２．確定したデータの削除 

２ 
 削除にチェックを入れ

１ 出庫→出庫履歴をクリックします。  

履歴画面から削除したい薬品の訂

正ボタンを押します。 
チェック画面では「はい」をク
リックします。 

２ 

３ 出庫→社外出庫をクリックします。  

訂正で戻したデータが社外出庫の
画面に戻っていますので削除した
い薬品にチェックを入れて「確
定」をクリックして下さい。 

４ 

ワンポイント 

社内入出庫・社外入出庫・その他入出
庫の削除方法は上記の手順と同じです。 

一度確定してしまったデータの削除を行います。    
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例：履歴から削除する場合

１ 「履歴」→「在庫履歴」をクリッ
クします。  

２ 区分の▼から削除したい区分を選
択します。 

３ 削除したいデータの「訂正」ボタ
ンをクリックします。  

４ チェックメッセージでは「はい」
をクリックします。 

５ 訂正で確定したデータは「入庫」
→「卸仕入」に戻っています。  
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６ 削除にチェックをし「確定」をク

リックするとデータの削除ができ

ます。  
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（Ⅳ）在庫確認　





薬品名はレセコンから連携。
色は不動品を表します。

赤
黄
青

を押すと（青・黄・赤）→（黄・赤）→（赤）と
抽出されます

※システム設定で変更が可能です。

　　をクリックすれば履歴表示。色は期限切迫品を表します。
赤
黄
青

を押すと（青・黄・赤）→（黄・赤）→（赤）と抽出されます

色は過剰品を表します。
赤
黄
青

を押すと（青・黄・赤）→（黄・赤）→（赤）と抽出されます
※システム設定で変更が可能です。

※システム設定で変更が可能です。
色は在庫不足（発注候補）を表します。

赤
黄
紫
青

を押すと（青・黄・赤）→（黄・赤）→（赤）と
抽出されます

※稀品…高価な薬品・欠品をさせたくない薬品などにマークをつける
ことで自動発注候補とは別管理することができます。

在庫確認

1年以上処方出庫なし
６ヶ月以上処方出庫なし
３ヶ月以上処方出庫なし

①不動品

在庫期間４ヶ月以上

期限切れか3ヶ月以内に期限切れ
半年以内に期限切れ
1年以内に期限切れ

②期限切迫品

在庫期間３ヶ月以上
③過剰品

発注保留品

在庫期間6ヶ月以上

赤→黄を経ても発注せずに保留している薬品④発注候補

前回発注日以降で出庫が有り安全在庫を下回った薬品

人管理品　※（稀品）

１．画面説明 

① ② ③ ④ 
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カレンダー表示をクリックすると下記の画面が表示されます。
指定日の在庫を表示できます。

カレンダーから日付を選択し「再読込」をクリックして下さい。

ここで表示した日付の在庫を表示します。
（初期値は当日になります。）
日付変更により指定日の在庫を表示できます。
※直接入力により変更　例）２０１３０２０１日付入力後「再読込」を
クリックして下さい。

表示 取扱品
表示 予製 の薬品が表示されます。
表示 全品

画面背景色が緑･･･在庫管理品の表示
画面背景色がピンク･･･OTCの表示

薬品ごとの情報（履歴・他店・JANなど）を表示できます。

④切替

⑤情報画面

①カレンダー

②日付表示

③表示

⑦ ⑧ 

① 
② 

③ 
④ 

⑨ 

⑥ 

⑤ 

⑩ ⑪ 
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後発ボタンを押すと選択している薬品の自他店取扱品が
表示されます。

先 先発品を表示
後 後発品を表示
他 先発か後発か不明な品を表示

内 内服を表示
外 外用薬を表示
注 注射を表示
予 予製を表示

向 向精神薬を表示
劇 劇薬を表示
麻 麻薬を表示
毒 毒薬を表示
覚 覚醒剤を表示

稀動品を表示

◎ よく出る
○ 出る
△ あまり出ない
▲ ほとんど出ない

⑪頻

⑩稀

⑥後発

⑦後発

⑧成

⑨規
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有効期限は先入先出で計算、今ある在庫で古い期限の方を表示

次回出庫予定日、過去の処方間隔から自動計算されます。

薬価在庫金額/直近1ヶ月の処方金額で算出

在庫数×薬価

画面指定日の在庫を表示
色は在庫不足を表します。

安全在庫は３日分担保するための在庫数を表します。
（担保日数はシステム設定可）
※直接入力し安全在庫数を固定する事ができます。

予製在庫数を表します。
（トップ画面説明にて参照）

安全在庫を多くしたいときの項目（直接入力可）

下記データの合計数
・仕入画面に残している
・社内入庫、社外入庫画面に残している
・発注画面に未来発注で残している
・発注済みで未入庫
※システム設定で変更が可能です。

予定数の中で未来発注分について発注日を表示⑩発注予定日

②来局予定

③在庫月数

⑧調整数

①有効期限

④薬価在庫金額

⑤在庫数

⑥安全在庫数

⑦＠在庫数

⑨予定数

① 
② 

③ 
④ 

⑤ ⑦ 
⑥ 

⑨ 
⑧ ⑩⑩ 
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他店舗（在庫共有を許可している店舗）の取り扱い状況を表示
色は不動品を表す。
記号は出庫頻度を表す。
※出庫頻度…表示日含む前90日間の間の1ヶ月平均処方回数を表します。
（◎よく出る　○まあまあ出る　△出る　▲ほとんど出ない）
※システム設定で変更が可能です。

ボタン4回押すと棚番確認画面に切り替わります。
棚番は１～７まで設定可。
棚卸し日は最終棚卸し日です。

※▼でﾏｽﾀに登録されている棚番名称が表示されます。
（直接入力可能です）

棚番号

在庫共有

２．在庫共有 

３．棚番号確認 
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特定の薬品検索

４．全店共有 

自社非取扱品の表示、他店取扱の後発品の表示ができます。   

１ 「全店共有」をクリック
します。  

２ 自店・他店取扱品の在庫
数が表示されます。 

ワンポイン

青字は自社取扱品、黒字は他社
取扱品を表します。 

ワンポイン

数字は在庫品を表し色は不動品を
表します。 
  赤･･･1年以上処方出庫なし 
  黄･･･6ヶ月以上処方出庫なし 

  青･･･3ヶ月以上処方出庫なし 

１ 「薬品名」に何文字か入
力しEnterを押すと対象の
薬品・後発品が抽出され
表示されます。 
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ワンポイント 

薬品名横の「情報」ボタンをクリック
すると他店入出庫数が表示されます。 

ワンポイント 

薬品名横の「後発」ボタンをクリッ
クすると後発品の中で剤型・規格の
異なる薬品は黄色で表示されます。 

他店舗の情報は前日までに各店舗が
送信したデータをもとに集計してお
ります。リアルタイムでの更新でま
ありません。 

注意 
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（Ⅴ）発注　





薬品選択

１．発注候補から薬品選択 

「発注候補」をクリックし
ます。発注候補→赤を表示
します。を押下し全選択し
ます。 
※必要のない薬品はチェッ
クをはずします。 
 
 
 

１ 

「発注候補」をクリックし

ます。発注候補→黄を表示

し必要な薬品にチェックを

入れます。 

２ 

「発注候補」をクリックし

ます。発注候補→稀品を表

示し発注の必要な薬品があ

れば 

チェックを入れます。 

３ 

「発注候補」をクリックし

ます。発注候補→青を表示

し必要な薬品にチェックを

入れます。 

４ 
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発注したい薬品を選択して 
チェック欄をクリックし、 
「発注」→「登録」をク
リックします。 

５ 

ワンポイント 

「発注候補」ボタンをクリック
すると、発注候補を絞り込むこ
とができます。 
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２．一薬品ごとの薬品選択 

発注したい薬品を検索して
チェック欄をクリックしま
す。 

1 

①を繰り返し、発注したい
薬品を選択していきます。 

２ 

「発注」→「登録」をク
リックします。 

３ 
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前回発注仕入と同じ数量・同じ包装規格で発注されます。

発注方法選択

（１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） ※注意１ （１ポイント） □１ □2 （１ポイント） （１ポイント） 

発注編集画面で包装、発
注先、数量が変更できま
す。 
発注日を未来日にすると
その日が到達するまで発

２ 

ワンポイント 

操作に慣れるまでは、前回発注
数量を選択して下さい。前回発
注した数量、包装規格が自動選
択されます。 

計算方法を選択し「進む」
をクリックします。 

１ 

「発注確定」をクリックし
ます。確認メッセージは
「はい」をクリックします。 

３ 

ワンポイント 

数量入力は発注個数、発注総
数どちらか一方の入力でかま
いません。一方は自動で数量
がはいります。 

例

１個あたりのの包装総数が100錠の
薬品の場合 
 
・発注個数に2と入力(卸に発注の場
合) 

  発注総数（自動計算）：200 

１．前回発注を選択した場合 
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例えば安全在庫が120錠で現在在庫数が50錠の薬品を発注しようとした場合、発注数
は120錠ー50錠＝70錠になります。実際の卸への発注は包装単位（JANｺｰﾄﾞ単位）
で発注数は最小包装の100錠となります。

２．安全在庫を上回る最小数量を選択した場合 

発注編集画面で包装、発注先、 
数量が変更できます。 
発注日を未来日にするとその
日が到達するまで発注できま
せん。 

２ 

安全在庫数を上回る最少数を
選択し、発注包装選択から前
回発注包装か最小の包装を選
択し「進む」をクリックしま
す。 

１ 

「発注確定」をクリックし
ます。確認メッセージは
「はい」をクリックします。 

３ 

発注  - 5 - 



　予測数を算出　　※理論発注で使う値
　直近90日間の処方計から1日あたりの出庫数を算出、次の安全在庫収束日まで見込みの出庫数を算出する。
　直近90日間の処方計　÷　90　＝　一日あたりの出庫数
　次の安全在庫収束日までの日数　=　収束日数
　理論発注する場合は、次の安全在庫収束日に安全在庫数分の在庫が残る様に発注を行う。
　見込み出庫数を使い切っても安全在庫数分は残る様にするため、下記の式で理論発注用の発注予測数を算出。
　（一日あたりの出庫数×収束日数）+全体安全在庫数－全体理論在庫数
　算出した値に「掛率」項目の値をかけて予測数とする。（この値で月何回発注するか調整する。）

月末までに必要とする量をｺﾝﾋﾟｭｰﾀではじき出した発注数で発注します。

３．理論発注数を選択した場合 

理論発注数を選択し「進
む」をクリックします。 

１ 

「発注確定」をクリックし
ます。確認メッセージは
「OK」をクリックします。 

３ 

発注編集画面で包装、発注
先、数量が変更できます。 
発注日を未来日にするとそ
の日が到達するまで発注で
きません。 

２ 
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薬品選択・発注方法を選択し発注薬品・数量を確認後通信を行って下さい。通信
を行うと卸に発注データが送信されます。

通　信

     発注ﾃﾞｰﾀ送信にチェックを
いれて「通信開始」をク
リックします。 

２ 

ワンポイント 

一度送信されたデータは修正で
きません。 

     トップ画面から通信をク
リックします。 １ 

１．通信 
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発注データの編集

発注先の▼から発注先を選
択します。 

１ 

発注日の▼から発注日を

選択します。 

直接入力、発注日置換で

一括日付の置換えも行え

２ 

ワンポイント 

日付の欄の色 
黄→ 今回発注 
青→ 未来発注で確定済みの薬品 
赤→ 過去日付の薬品 

包装を▼から選択します。 ３ 

ワンポイント 

包装ﾃﾞｰﾀは一度、卸から納品
ﾃﾞｰﾀを受信すると自動で追加
されます。 

ワンポイント 

発注不要な薬品はこの画面で削
除をクリックすると削除できま

ワンポイント 

複写をクリックすると選択し
た内容と同じ内容で最終行に
追加する事ができます。 

１．データ編
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発注する数量を入力します。 ４ 

確定をクリックし確認画面

では「はい」をクリックし
５ 
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バーコードリーダーからJANコードを読み取り発注できます。

バーコード発注

１ 
発注→バーコード入力をク
リックします。  

２ バーコードを読み込ませてい
きます。 

３ 卸を▼から選択し数量の変
更があれば手入力し「確
定」をクリックします。確
認メッセージでは「はい」
をクリックします。 

ワンポイント 

バーコード発注確定方法は『発
注画面で確認する』設定に変更
できます。（システム設定から
変更） 

ワンポイン

同じバーコードをスキャンする
と個数が1個づつ増加します。 

１．バーコード発注 
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     トップ画面から通信をク
リックします。 

４ 

     発注ﾃﾞｰﾀ送信にチェックを
いれて「通信開始」をク
リックします。 

５ 
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（Ⅵ）期間帳票　





期間帳票

１．卸別取引金額一覧表 

卸別取引金額一覧表を出力します。 

「期間帳票」→「出力」をク
リックします。 

１ 

「卸取引」タブを選択します。
必要な日付を指定します。 
卸別取引金額一覧表にチェック
を入れて、取引先を指定します。 

２ 

「出力」をクリックします。 ３ 

プレビュー画面が表示されます。 
  ボタンをクリックすると印
刷されます。印刷設定からは部
数など細かい設定が可能です。 

４ 
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プレビュー画面が表示されます。 
  ボタンをクリックすると印
刷されます。印刷設定からは部
数など細かい設定が可能です。 

３ 

社内移動金額集計表を出力します。 

「薬局取引」タブを選択します。
必要な日付を指定します。 
社内移動金額集計表にチェック
を入れて、取引先を指定します。 

１

「出力」をクリックします。 ２ 

２．社内移動金額集計表 
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３．社外薬局取引金額集計表 

社外薬局取引金額集計表を出力します。 

「薬局取引」タブを選択します。
必要な日付を指定します。 
社外薬局取引金額集計表に
チェックを入れます。 

１

「出力」をクリックします。 ２ 

プレビュー画面が表示されます。 
  ボタンをクリックすると印
刷されます。印刷設定からは部
数など細かい設定が可能です。 

３ 
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４．帳票の金額が一致しない場合 

帳票の金額が一致しない場合は「履歴」から確認、
訂正できます。 

「履歴」→「在庫履歴」をク
リックします。 

１

履歴一覧が表示されます。 ２

区分や取引先などで絞込み表示
が可能です。 
目的のデータが見つかり、訂正
をする場合は「訂正」をクリッ

３

訂正のデータはそれぞれ元の場

所へ戻ります。（右の例は社内

出庫）必要に応じて訂正して下

さい。 

４

訂正の入力が完了したら、「確
定」ボタンをクリックします。
データは再度、履歴へ戻ります。 

5 
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（Ⅶ）ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝﾝｽ





マスターメンテナンス

３ 

１．医薬品修正 

医薬品マスタの編集を行います。 

編集する薬品を選択します。 １ 

「マスタ」→「医薬品修正」を
クリックします。 

２ 

項目の編集をします。 ３ 

「確定」をクリックします。 ４ 

枠内が黄色い項目はレセコンからの

データを利用しているため、当シス

テムでの編集はできません。 

レセコンで該当する薬品のマスタを

変更し、当システムで「医薬品マス

タの取り込み」をやり直す必要があ

ります。 

ワンポイント 

ワンポイン

「一括変更」をクリックすれば全薬
品から変更したい項目が選択されま
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例）卸の一括変更手順

編集する薬品を選択します。 １ 

「マスタ」→「医薬品修正」を
クリックします。 

２ 

「一括変更」をクリックします。 
一括変更の画面がでてきますの
で 
「仕入先」から変更する卸を選
択します。 

３ 

卸を選択後、「一括指定」をク
リックします。 

４ 
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卸が変更されているのを確認し
「確定」をクリックします。 

５ 
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（既存のマスタから複写して登録）

２．取引先設定 

新たに自社店舗を登録する場合 

「取引先コピー」の画面が出て
きますので取引先名と略称を入
力し「追加」をクリックします。 

３ 

「マスタ」→「取引先一覧」を 
 クリックします。 

1 

自社店舗の「設定を引き継いでコ
ピー」をクリックします。 

２ 

小売ｺｰﾄﾞ（6桁）＋店舗ｺｰﾄﾞ（3桁）を
入力。『オークラ情報システム（株）
から別途案内致します。』 

注意 

登録内容を確認し「登録」をク
リックします。 

４ 
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新たに他社店舗を登録する場合 
（既存のマスタからコピーして追加） 

「マスタ」→「取引先一覧」を 
 クリックします。 

1 

他社店舗の「設定を引き継いでコ
ピー」をクリックします。 

２ 

「取引先コピー」の画面が出て
きますので取引先名と略称を入
力し「追加」をクリックします。 

３ 

（１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） ※注意１ （１ポイント） □１ □2 （１ポイント） （１ポイント） 
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分譲単価・分譲倍率は必要に応

じて入力・選択します。納品

書・領収書発行の設定は表示上

の設定になりますので、データ

は変わりません。必要に応じて

納品書出力・領収書発行・消費

税表示・消費税計算・納品書合

計と選択できます。 

５ 
（１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） （１ポイント） ※注意１ （１ポイント） □１ □2 （１ポイント） （１ポイント） 

「登録」をクリックします。 ６ 

ワンポイント 

取引先名の打ち替え有効にチェックが
入っていないと納品書に印字されませ
ん。 

登録内容を確認します。 ４ 
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1 「マスタ」→「取引先一覧」を 
 クリックします。 

2 「並べ替え」をクリックします。 

３ 左側が現行状態です。 
右側の黒い三角ボタンをク
リックして順番を変更します。 

４ 「確定」をクリックします。 

5 トップ画面に戻ったら「シス
テム設定」－「再計算処理」
－「共有データ再計算」ボタ
ンをクリックして下さい。
（再計算を実行しないと変更
が反映されません） 

３．取引先の順番変更 
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１ 発注数量を固定したい薬品を
選択します。 

２ 「マスタ」→「医薬品修正」
をクリックします。 

3 「標準発注数」に固定したい
数量を入力します。 

４ 「確定」をクリックします。 

４．薬品の発注数を設定 
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（Ⅷ）薬VANポータル　





ポータル機能について
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１．薬VANポータル 

薬VANポータルを起動します。 

デスクトップ上の「薬VANポータ
ル」を起動します。 

１ 

右記の画面が表示されます。 
必要に応じてそれぞれのボタンを
クリックします。 

２ 

２．遠隔操作機能 

操作に困った時など薬局様のパソコンを遠隔操作する機能です。 

「遠隔操作機能」をクリックしま１ 
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「Show My PC Now」をクリッ
クします。 

2 

数字のパスワードが表示されます。
電話対応の相手にパスワードを伝
えると遠隔操作が可能となります。 

3 
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３．入退院機能 

不具合等、薬局様のデータをお預かりして対応する際に使う機能で

「入退院機能」をクリックします。 １ 

「入院」又は「退院」をクリック
します。 

２ 

ワンポイント 

入院は修正等更新が必要なデータを
サーバへ転送させます。退院は修正や
新規データを薬局様へ戻します。 
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４．バックアップ機能（USBなど） 

システムの現状のプログラム・データ類を所定の位置に圧縮して
バックアップする機能です。パソコンに不具合が生じた場合にバッ
クアップをとっている所まで復元できます。USB等への保存は短時
間でバックアップできますので、毎日の実行をおすすめします。 

※バックアップの機能は、薬VANのシステムを終了させてからご
利用下さい。 

「バックアップ機能（USBなど）
をクリックします。 

１ 

「バックアップ」をクリックすると
開始します。 

２ 

正常にバックアップが終了すると右
記のメッセージが表示されるので
「OK」をクリックします。 

３ 

USBやパソコンを新しくした場合、保存先フォルダが変更になり保

ワンポイント 

ファイルはKusuri VanDB.tarという
名前で指定場所に保存されます。 
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USBやパソコンを新しくした場合、保存先フォルダが変更になり保
存できない場合があります。その場合は以下の手順で設定の変更を
して下さい。 

パソコンにUSBを挿し、「スター
トボタン」→「コンピューター」を

１ 

リムーバブルディスク（ ：）のア
ルファベットを確認します。（右記
の例ではF） 

２ 

薬VANポータルから「バックアッ

プ機能（USBなど）」→「データ

バックアップ」→「設定」をクリッ

３ 

保存先フォルダのアルファベット
を、さきほど確認した文字に変更
します。「確定」をクリックしま

４ 
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５．バックアップ機能（センター） 

バックアップ以外にバージョンアップを伴う場合もあります。定
期的にしていただく事をおすすめします。（時間は通信環境に
よって異なります） 

画面が自動で変わっていくので
少々お待ち下さい。 

２ 

１ 「バックアップ機能（セン
ター）」をクリックします。  
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バックアップが終了すると右記３ 

薬VANのバージョンは左上のタ
イトルバーに表示されます。 

４ 
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発注マニュアル 

第一版：２０１１年１１月１日 



目次 

• 発注基礎知識とシステム設定 Ｐ２～Ｐ１５ 

• 発注手順書 Ｐ１６～Ｐ２７ 

１ 



発注基礎知識とシステム設定 



２ 



はじめに  

発注方法には次の４つの方法があります。 

 （１）バーコード発注 

 （２）前回発注と同じ包装で同じ発注数で発注をする 

 （３）安全在庫を上回る最小数で最小包装で発注する 

 （４）コンピュータがはじき出した月末までに必要な発注量
で発注する 

 

   

 
 

 



はじめに 

①安全在庫（発注点）は過去の使用量からコンピュータが計算します。毎日
最新の安全在庫数が計算されます。 

 

②各薬品の出庫予定日（来局予定日）が自動計算され、発注の翌月回しが
できます。 

 

③社内の不動品、過剰品を見つけ出しその店舗へ発注することができます。 

 

④同一薬品でヒート・バラ等複数の包装形態でも欠品することなく運用する
ことが可能です。 

 

 

 

 ３ 



目次 
１．事前知識     （４頁～７頁） 
 ①安全在庫 

 ②来局予定日（出庫予定日） 
 ③予定数 

 ④発注候補 

 ⑤稀品 

 ⑥発注数 

 ⑦JANコードについて 

 ⑧バラ、ヒート管理 

２．事前設定     （８頁～１５頁） 
 ①安全在庫計算日数の設定 

 ②発注候補の色わけ設定 

 ③来局予定に基く発注日の設定 

 ④安全在庫収束日の設定 

 ⑤発注方式の設定 

 ⑥麻薬発注方法の設定 

 ⑦発注控え出力方法の設定 

 ⑧発注書出力方法の設定 

 ⑨卸への発注のための設定 

 ⑩自社店舗への発注のための設定 

 ⑪包装規格（JAN）設定 

 ⑫稀品（人管理品）の設定 

 
 

 



１－①安全在庫 

 
過去（任意の期間：標準９０日で設定）の処方実績から、連続する３日間
（任意の期間：可変）の合計の最大処方量を計算します。 

現在 過去（９０日前） 

安全在庫定義方法  

 ① まず、１日あたりの使用量を現在から過去にさかのぼりピックアップ 

 ② 次に連続する３日間の使用量合計を算出する 

 ③ この計算を過去９０日前に遡り行う 

 ④ 算出された値の中から最大値をピックアップし、安全在庫と定義する 

 上記例では、５、６、７の使用量を合計した２９１が安全在庫となる 

 実際は全薬品にわたって計算する 

最適な値を保ち続けるための工夫 

 ⑤ １日当たりの使用量は薬品ごとに毎日蓄積されるので、その度同ロジックを行う 

 ⑥ もし３日使用量合計の最大値に変化があった場合、安全在庫を更新させる 

 

 

 

４ 



１ー②来局予定日（出庫予定日） 
 
① まず、1日当たりの出庫量を、現在から過去に遡り、任意の期間ピックアップする。 

② 次にピックアップされた値の中から、出庫量が、「0」でない値にマークをつける。 
     下図では１４、５６、４０のところ 

③ そして、マークとマークの間隔を「出庫間隔」として、次々に算出していく。 
④ いくつかの「出庫間隔」が算出されるが、最小値を、「最短出庫間隔」と定義する。 
   下図では８日 

⑤ この「最短出庫間隔」を用い、今度は、現在から、未来に向って外押しする。 

⑥ 即ち、「出庫予定日」とは、「最終出庫日」に「最短出庫間隔」を加えた値として、定義、   
   算出する。 

１４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５６ 

現在 過去 任意の期間 ex) 4か月 

出庫間隔： 
28日 

４０ 

最終出庫日 ex)10/11 

出庫予定日 ex)10/19 

？ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

未来 

最短出庫間隔： 
８日 



１ー③予定数 

予定数は、発注済みで未入庫薬品の二重発注防止のための数です。 

但し、時系列での管理しかできませんので消しこまれるタイミングに注意が必要です 

予定数は次のように定義します 

①発注画面に残っている数（発注予定品） 
②仕入画面に残っている数（仕入受信したが確定していないもの） 
③発注済みの数（入庫データが未だ受信されていないもの） 

このうち①②はデータが画面に残っている間絶対に消えませんが、③は同じ薬品で
発注日以降の日付の入庫があったとき、それが以前の発注に対する入庫であった
としても強制的に消しこみされます。 

（例） 
  4月2日 16：00 発注 100  → 予定数「100」 
  4月3日 10：00 発注 200  → 予定数「300」 ・・・2日の100と合算されます。 

  4月3日 14：00 仕入 100  → 予定数クリア   

この3日の仕入は、4月2日の発注「100」の仕入ですが、当システムでは日付での管
理しかできないため3日発注の200も同時に消しこみされてます。 

出庫頻度の多い薬品も少量多頻度発注することにより発生します。 

理論発注数を使う等一回の発注量を多くして発注回数を減らせば回避できます。 

 
５ 



１ー④発注候補 

         在庫数(A)+予定数(B)＜安全在庫数(C)---式１ 
となった薬品の在庫数に色（赤、黄、青）がつきます 

 

色の説明 

 赤：任意の設定期間内に出庫があり（式１）の条件を満たした薬品 

 黄：赤であがった薬品を発注せず保留にしている薬品 

 青：赤→黄を経ても発注せず保留にしている薬品（発注不要？） 

これを押すと 赤→黄→稀品→青→元に戻る と表示されます 

※稀品については次ページを見て下さい 

(A) (B) 

(C) 



１ー⑤稀品 

稀品は、高価な薬品、欠品を絶対させたくない薬品などにマークをつけることで、自
動発注候補とは別管理することができます。 

 

要は人管理したい薬品という位置づけとなります。 

 

あまり多く設定しすぎると手間がかかります。 

 

本当に人管理させたい薬品のみにしましょう！ 

６ 



１ー⑥発注数 

発注数には 

 ①前回発注数 

 ②安全在庫を上回る数 

 ③理論発注数 

があります 

①は前回発注と同じ数量、同じ包装規格が選択されます。 

②は、例えば安全在庫が１２０錠で現在庫数が５０錠の薬品を発注しようとした場合、 

発注数は、１２０錠－５０錠で７０錠ということになります。実際の卸への発注は包装単 

位（JANコード単位）ですので発注数は最小包装の１００錠となります 

③は、月末までに必要とする量をコンピュータがはじき出した発注数です 

下図がイメージできればOKです。（これを使えば発注回数を減らせます） 

現在 月末 

安全在庫：１００錠 

薬品A 

（安全在庫：１００錠） 

在庫が４０錠になったの
で発注候補となる 

安全在庫収束指定日に在庫がココになる
ように現在の発注量を勝手に計算 

発注量：2000錠 

この期間は安全在
庫分を担保していま
すから安心 

安全在庫 

収束日 



１ー⑦JANコードについて 

卸へ発注データを送信するには、JANコードがどうしても必要です。 

当システムは、発注時に包装を選択することで発注します。 

JANコードが登録されていない薬品（新規採用薬等）を発注すると発注書が 

プリンターから印刷されます。これを卸へFAXして下さい。その発注分の納品データ 

がやって来たとき当システム登録されます。次からは発注データが送信できます。 

「めんどくさい」と思われるかもしれませんが我慢して使ってください。 

 

 

①ＪＡＮコードとは、医薬品の各包装別に決められた固有のコードであり、メーカ包装単
位（100Ｔ、700Ｔ、0.5g分包、1g分包・・など）が違えばすべて違ったコードになります。 
また、包装変更、品名変更、合併等によるメーカ変更によって変わります。 

②当ｼｽﾃﾑでJANコードの新規登録はしません。卸納品データを確定したときに、自動的
に登録されます。 

③卸への発注はJANコード単位になるため、使用しないJANコードはJANマスタで使用
不可にするなど各店舗でメンテナンスを行ってください。 

７ 



１ー⑧バラ、ヒート管理 

 

当システムは、ヒートとバラ錠の区別をつけることができません。 

例えば、ある薬品Aの在庫数が1000錠の場合、実在庫は以下のケースがありえます。 

ケース１：ヒート500錠、バラ500錠 →問題なし 

ケース２：ヒート 0錠、バラ1000錠 →ヒート欠品の可能性あり 

 

＠管理（予製管理）を使ってケース２のような欠品を防ぐことができます。 

 

詳しくは別冊「薬VANによる在庫管理 

                  ～補則：バラ、ヒート管理方法～」を参照してください 



２ー①安全在庫計算日数の設定 

赤丸の箇所をこのように設定しましょう。 

 安全在庫対象期間１２０日で計算が標準 
 安全在庫計算日数 ４日 が標準 

  

８ 



２ー②発注候補の色わけ設定 

 

ココを設定してください 

標準は 

 赤：１４日 

 黄：７日 

ぐらいがよいです。 

赤を確実に表示したい場合は 

 赤：２８日 

 黄：７日 

にしてみましょう 



２ー③来局予定に基く発注日の設定 

来局予定日から判断して自動で予約発注に 

①させたくない場合は：発注データ作成日 

②来局予定日の月初めにする場合：来局予定月の初日 

③来局予定日の前月月末にする場合：来局予定月の初日 

を設定する 

 

予約発注にするための翌月分と判断するための日を指定 

１と設定すれば、来局予定日の月の１日以降が予約分となる 

２と設定すれば、来局予定日の月の２日以降が予約分となる 

以降３、４と設定可 

 

９ 



２ー④安全在庫収束日の設定 

安全在庫計算日数を４日と設定して、ココは２７日としましょう 



２ー⑤発注方式の設定 

発注画面への初期表示、発注数計算方法 

前回発注数：前回発注包装で前回発注数 

安全在庫を上回る最少数：安全在庫を上回る最少数で最小包
装 

理論発注数：安全在庫収束日までに必要な量で発注。包装は
自動で選ばれる（PTPとバラがある場合はPTPが標準） 

１０ 



２ー⑤発注方式の設定で理論発注を選んだ方 

①理論発注数を選択した方は、何も考えず、まずは理論発注掛
け率は０．５５で設定してみて下さい。 

②これで安全在庫収束日までに必要な量の約半分の量を発注
することになります。（一杯こないということです） 
ちなみに０．２５にすれば１/4ということです。 

③使いながら店舗の規模、お薬の保管場所の規模に応じて掛
け率微調整して下さい。 

 



２ー⑥麻薬の発注方法の設定 

麻薬はオンラインで発注させたくない方は、FAXを選択 

１１ 



２ー⑦、⑧発注控え、発注書の出力方法の設定 

発注書、発注控えを発注確定ボタン押した時どのように出すか 

発注控えに出す発注データの出力順を設定する 



２－⑨卸への発注のための設定 オンライン卸の設定（取引先マスタ） 

VAN卸CDはVAN会社から通知されたコードを設定 

発注時の設定の発注データ区分：データ 

発注時の設定の入庫データ作成：発注確定時に入庫データを作成しない 

１２ 



２ー⑨卸への発注のための設定 FAX卸の設定（取引先マスタ） 

VAN卸CDは００００００でOK 

発注時の設定の発注データ区分：発注書 

発注時の設定の入庫データ作成：発注確定時に入庫データを作成する（確認） 



２ー⑩店舗発注の設定（取引先マスタの設定） 

VAN小売CDはVANセンターから案内されたコード 

発注時の設定の発注データ区分：発注書or 

                      データ 

                                                     ※発注データの受信運用を社内周知必要 

発注時の設定の入庫データ作成：発注確定時に入庫データを作成する（確認） 
                                                  発注確定時に入庫データを作成しない 

                      お好みで設定して下さい 

リードタイム：その店から調達してもらうとき、納品まで何日ぐらいかかるかを設定 

        発注時、発注店舗選択の時必要です。 

        発注画面の店舗情報のところに表示されます。 

発注画面 

１３ 



２ー⑪包装規格の設定（各薬品の情報ボタン→薬品詳細のJAN情報） 

取り扱う規格の有効/無効ボタンを押して有効にする（黄色） 
取り扱いたくない規格の有効/無効ボタンを押して無効にする（グレー） 
無効にした場合、発注の時に選ばれなくなる（選択候補にも表示されません） 
発注時優先的に選びたい規格があれば、修正ボタンを押して優先順を１に設定して下さい。 

※この包装編集は発注画面からも設定でき、発注作業時気付いた時に即登録できます 

発注画面の各薬品行 



２ー⑫稀品（人管理品）の設定 

稀品設定したい薬品を選ぶ（チェック入れる） 
マスタ→医薬品修正を押す 

１４ 



２ー⑫稀品（人管理品）の設定 

稀出：※を設定 

右下の確定ボタン押す 

これで稀品設定できます 



 

１５ 



発注手順書 
 



１６ 



 ３．発注作業 
１日の発注作業の流れ（１６：００～１９：００） 

①．処方、医薬品マスタ取り込み 

②．仕入受信と伝票確定 

③．社内移動受信と伝票確定、社内出庫登録 

④．他薬局との入出庫登録 

⑤．廃棄等、その他入出庫データ登録 

～ココまでは、１６：００以前でも随時、手空きの時に実施しておいて下さい～ 

⑥．再計算ボタン押す 

⑦．発注候補赤色を選択 

⑧．発注候補黄色を確認し、必要なら選択 

⑨．稀品を確認し、必要なら選択 

⑩．⑦～⑨で選択した薬品を発注方式を指定して発注画面へ移す 

⑪．発注画面でデータを編集する（発注日、発注先、包装、発注数、削除追加） 

⑫．店舗発注先を探してみる 

⑬．発注確定（送信用データを作成）、発注書印刷 

⑭．発注データ送信、発注書FAX送付 

 

 



３．発注作業 

前頁①～⑤までは初期操作マニュアルを参照のこと 

⑥再計算ボタンを押す 

最新の処方データで安全在庫を更新します 

１７ 



３．発注作業 

⑦発注候補赤を表示して全選択する 

① 
② 



３．発注作業 

⑧発注候補黄を表示して必要な薬品があれば選択する 

① 

② 

１８ 



３．発注作業 

⑨稀品を表示して発注必要かどうか確認する 

  （発注が必要な薬品が見つかったら選択する） 

① 

② 



３．発注作業 

⑩-1選択された薬品を抽出し、データを発注画面に移す 

① 

② 

１９ 



３．発注作業 

⑩-2発注方式を選択して下さい 



３．発注作業 

⑩-3前回発注数で発注画面に移った場合 

ファスティック錠は前回発注はPTP１０錠×１０なので発注初期
データもそのように選択される。発注数は１００。 

２０ 



３．発注作業 

⑩-3安全在庫上回るで発注画面に移った場合 

☆安全在庫を上
回る数で発注す
ると下段の数字
で包装を引き当
てる（最小包装
となる確率高
い） 

ファスティック錠は安全在庫を上回る数＝１１３なので１００錠２個
発注となる 

※この例で１０錠×１０を無効にすると１０錠×５０が１個で５００
錠発注となる 



３．発注作業 

⑩-3理論発注数で発注画面に移った場合 

ｱﾑﾛｼﾞﾋﾟﾝは理論発注数を１３６４錠と計算 

１０００錠包装１個、１００錠包装３個とｺﾝﾋﾟｭｰﾀが計算し発注する 

ケタスカプセルは理論発注数を７６３錠と計算 

５００錠包装１個、１００錠包装２個とｺﾝﾋﾟｭｰﾀが計算し発注する 

リマルモン錠は２１錠×１０という包装が優先して選択 

包装ボタン押すと、２１錠×１０のみ有効（黄色）他はグレー 

★理論発注数
で発注すると上
段の数字で包
装を引き当てる 

 

 

２１ 



３．発注作業 

⑩-4発注画面に移った発注予約データ 

ダイアニール、フオイパン錠１００ｍｇ は来局予定日が11/8/4な
ので発注日を来局予定月前月月末日に自動で設定し予約発注と
する。（予約発注日はｼｽﾃﾑ設定により来局予定月前月月末か来
局予定月当月月初にすることも可能） 
 

発注日黄色は今回発注画面に持ってきたデータを現す。青は以
前から予約発注にしていた分 

 

どちらもその発注日に到達するまで画面に残ります。 



３．発注作業 

⑪-1発注データ編集 
   発注キャンセル、発注先、発注日、発注包装、発注数を編集 

発注不要な薬品は
削除を押す 

発注先はプルダウン
から選択 包装はプルダウンか

ら選択 
数量は個数、総量数
（バラ数）どちらでも指

定可 

画面切替押すと過去３ヶ月の使
用集計が見れるのでそれを参

考に発注編集する 

２２ 



３．発注作業 

⑪-2発注データ編集 
   発注日の一括変換 

一括指定を押すと発注日変換画面が
でます。 

日付を入力して一括指定押すと、予約
発注分以外の発注日が指定日に変
わります 



３．発注作業 

⑪-3発注データ編集 
   発注日の一括変換（裏技） 

① 

①発注日のところをクリックする 

②キーボードの           +          (同時に押す）を押す 

③置換の検索する文字列に変換前日、置換後文字列に変
換後日を入力する 

④すべて置換を押す 

※検索する文字列に該当する日が全て変わりますヨ 

Ctrl F 

③ 

２３ 



３．発注作業 

⑫-1発注先店舗選定 

発注先選定ボタンを押してみてください。 

上記の画面が出てきます。説明のとおりのロジックで発注先店舗を探し始めます。 

※この機能使う場合は、各店舗の取引先Mのリードタイムを設定していることが前提となります 



３．発注作業 

⑫-2発注先店舗選定 
フオイパン錠とエピプロスタット配合錠の引き取りを望んでいる店が見つかりました 

フオイパン錠は来局予定８月３日までに間に合いかつ発注数を満たす在庫を持っているO店 

エピプロスタット配合錠来局予定９月１０日までに間に合いかつ発注数を満たす在庫を持っているT店 

２４ 



３．発注作業 

⑬発注確定 

①編集がすべて終了したら、発注確定ボタンを押して下さい。 

②ボタンを押しただけでは卸へはデータ送信されていません。送信するためのデータがパソコンに 

  準備できた状態となります。このあと、送信を忘れずにしないと、品物が届きませんので注意！ 

③確定ボタン押すと、発注データ作成、発注書印刷、発注控え印刷 がされます 

  発注書が出るのは、発注書発行設定している取引先がある場合、発注データ卸への発注で 

   JANコードがない薬品です 

④発注日指定なし、発注先指定なし、発注数無し、発注データ卸へ個数が整数値でないものは 

  エラーとなり画面に残ったままとなります。（それぞれのエラー箇所がピンク色になります） 



３．発注作業 

⑭-1発注送信前データ確認 

①発注データが送信できていなく、パソコンに残っている場合はメッセージが出ます。 

  発注未送信ファイルあり：送信失敗しています。至急送信して下さい 

  発注未送信データあり：送信確定していません（忘れている）。送信処理して下さい 

  発注未確定データあり：発注画面に今日日付の発注データが編集中のまま残っています。 

                 確定してください。 

②発注未送信ファイルあり、発注未送信データありの場合は通信ボタン押して下さい 

２５ 



３．発注作業 

⑭-2発注送信前データ確認 

①送信前にデータの最終確認できます。また一行ごとに発注キャンセルできます。 

  削除にチェックすればキャンセルとなる 



３．発注作業 

⑭-3発注送信 

①発注データ送信にチェック入れて通信開始 

正常メッセージがでれば終了 

２６ 



３．発注作業 

⑭-4発注書FAX送る 



以上 おつかれさまでした 

２７ 



品名変更手順書 
 

第一版：２０１１年１１月１日 



１ 



 １．品名変更 

品名変更は次のような場合に実施します 

①レセコンの薬品管理コードを仮コードで運用中、本コードに変更して在庫付け
替えが必要な場合 

②品名が変更され在庫付け替えが必要な場合 

  例）XXXXX薬錠→XXXXXX薬配合錠 など 

③別薬品に在庫の付け替えが必要になった場合 

 

補足 

上記②の場合、レセコンの薬品管理コードが変わらない場合（同一コードのまま 

品名が上書き変更される）、当操作は必要ありません 

 



 ２．品名変更の処理説明 
品名変更すると次のようになります。 

例）１１月１日付けで “ABC薬錠”を“ABC薬配合錠”に変更した場合 

 ABC薬錠の在庫履歴                            ABC薬配合錠の在庫履歴 

     １０月１日  初期在庫 １００錠 

  １０月１０日 処方 －１０錠 

  １０月１２日 処方 －２０錠 

  １０月２１日 処方 －３０錠 

  １０月３１日 仕入  １００錠 

 

 

 

 

 

  １１月１日 品変出庫 －１６０錠           １１月１日 品変入庫  １６０錠 

 

  

   

 

１１月１日品名変更 

 ABC薬錠→ ABC薬配合錠 

１１月１日以降、 

ABC薬錠は在庫ゼロで非取扱品 

ABC薬配合錠は在庫１６０からスタート、取扱品 

※１１月１日より前の日付の在庫にはABC薬錠は表示されます ２ 





３ー①．品名変更手順 

アクトマイシン軟膏をアクトマイシン軟膏３％に変更します 

①アクトマイシン軟膏を選択して品名変更→登録を選択します 

 

３ 





３－②．品名変更手順 

①品名変更後の薬品名をクリックします 

 

４ 



 
① 

② 



３－③．品名変更手順 

①候補が表示されます 

②変更後の薬品を選択して①の呼び出し名（この例ではアクト０９）をダブルク
リックします 

 

候補にないときは、②の呼び出し名検索で検索して候補を出してください 

 

 

５ 



 



３－④．品名変更手順 

①変更前が変更後になる確認画面です。 

②確認後右下の確定ボタンを押してください 

６ 



 



３－⑤．品名変更手順 

①アクロマイシン軟膏３％に変更されています 

②マスタ情報（棚番、卸、メモ、管理レベル等）も移行されます 

７ 



 



３－⑥．品名変更手順 

①品名変更前の日付（１１／１４）で再読み込みすると 

  アクロマイシン軟膏（取扱品）とアクロマイシン軟膏３％（非取扱品）で表示さ
れます。 

８ 



期間帳票 

第一版2011年11月1日 



もくじ 

• 卸取引     ２～３ 

• 薬局間取引    ４～８ 

• 処方     ９ 

• ロス（その他出庫）   １０ 

• 薬品別集計（薬価差益表） １１～１２ 

• 在庫推移表    １３～１４ 
 

※各画面の項目につけてある番号と帳票番号が一致します 

 

 
１ 



卸取引帳票 

 

① 

② 

③ 

①、②出力の時は必ず指定！ 



卸取引①：卸別取引金額一覧表 

 

２ 



卸取引②：仕入伝票一覧表 

 



卸取引③：卸取引金額推移表 

 

３ 



薬局間取引帳票 

 

① 

② 

③ 

⑦ 

⑧ 

④ 

⑤ 

⑥ 



薬局取引①：社内移動金額集計表 

 

４ 



薬局取引②：移出伝票一覧表 

 



薬局取引③：移入伝票一覧表 

 

５ 



薬局取引④：社外取引金額集計表 

 



薬局取引⑤：販売伝票一覧表 

 

６ 



薬局取引⑥：購入伝票一覧表 

 



薬局取引⑦：日別社内移動金額推移表 

 

７ 



薬局取引⑧：日別分譲金額推移表 

 



 

８ 



処方帳票 

 

どちらかを選択のこと！ 

① 



処方①：日別処方金額推移表 

 

９ 



ロス（その他出庫）帳票 

 

区分を選択（複数指定可） 

① 



ロス①：ロス一覧表 

 

１０ 



薬品別集計帳票 

 

① 

①指定した区分の薬価差益が出
力できます。 

②処方のみ指定した単価で再計
算します 

② 



薬品別集計帳票①：薬価差益表 

 

１１ 



薬品別集計帳票②：包装別薬価差益表 

 



 

１２ 



在庫推移帳票 

① 

①指定した区分の薬品別在庫推
移が表示されます 

② 



在庫推移①：薬品別在庫推移表 

 

１３ 



在庫推移②：日別薬価在庫推移表 

 



 

１４ 



 

不動品・過剰品分配機能 
  

ルール： 
「引き取れる？」「無理」、「いいよ、便で」といったやり取りを全店
で始めると面倒だし、訳が分からなくなるので、そのやり取りなし
に一方的に押し付けOKなシステムを目指して作成しました。デッ
ドストック押し付けシステムです。 

皆の理解と寛容な心があって初めて成り立つシステムです。 

 

押付けられた店舗は、お互い様なので文句を言わず納品しましょ
う。10錠ヒート、ウィークリィなどははさみで切って使いましょう。 

包装違いなどもできるだけ使えるように工夫しましょう。 

こりゃ無理だわ！という薬品のみ各店個別に連絡をとってやり取
りして下さい。（バラとか半錠などは個別相談して下さい） 



 



（おまけ）従来の◎〇△から 

◎〇△▲の4段階表示になり
ました。また、 ◎〇△▲の定

義をシステム設定で細かく決
めることができます。 

①画面切り替えを 

何回か押して下さい 



①この画面にして… 

②分配可能品をクリック！ 



赤字になっていることを確認
してください。「分配可能品」
が抽出された状態です。 

（おまけ）「分配可能品」とは？ 

自分の店舗にとって、デッドストック全部と過剰品（買い
過ぎた薬品）のうち、自店舗の取り分を除いた数量です。 

 

つまり、自店舗から他店舗へ小分けできる数量です。 

要は、自店舗にとって不要な薬品の数量です。 



①赤字になっていることを確認
してください。「分配可能品」が
抽出された状態で・・・ 

②全選択して… 

③不動品出庫を選択！ 

④「進む」をクリック。 

＊多少、時間がかかります！ 



自店舗の引渡可能品を他店に押し付けるための画面です 

③＊青色背景は、引き渡せる店舗がありますが、
全量は無理な店舗です。数量を調整して下さい。 

①引き渡せる店舗が無い場合は、オレンジです。
残念！今回はあきらめましょう、次回に期待！ 

②自動的に、「押し売れる店舗」＝「引受可能店
舗」がある場合は店舗が選択されます。 

＊白色背景は、全数量引き渡せる店舗があるこ
とを示しています。 

＊該当店舗が複数ある場合は、 ◎〇△順に優
先順位がなされます。 



④画面の見方ですが…、グレーになっているのは、お腹がいっ
ぱいの店舗、つまり引き取れるほど余裕がないことを示していま
す。グレーではないのは、下に数量が出ていると思いますが、そ
の数量は引き取れる余裕があることを示しています。＊各店が
引き取り合い、押し付け合いを始めると、引受可能数が上限に達
したら、グレーに変わりそれ以上は押付けお断り状態になります。 

⑤引渡店舗(押し売り店舗）と数量が入力さ
れている薬品の金額の合計が表示されます。 

つまり、デッドストック、過剰品が処理できた
金額です。 

⑥このまま確定すると、伝票が作成され、
情報が各店へ飛んでいきます。（いつもの
小分けと同じ）。通信してね！ ⑦もし不安なら帳票印刷して、見ながら、

薬を集めながら、調整しても良いかと思い
ます。 

自店舗の引渡可能品を他店に押し付けるための画面です 



これ帳票ですね。これ見ながら、薬を集め
ながら、数を確定させても良いです。 



実施するタイミングは？？？ 

・まず社内で周知徹底お願いします。 

・それが終わればいつやってもらっても構いません。デッド過剰品
増えてきたなぁとか、暇だなぁと思うときいつでも実施して下さい。 

ただ、引渡し店舗にキャパシティがある時のほうが沢山押し売るこ
とができます。つまり月末に引き渡し先を見つけて、月初に郵送が
うまく機能すると思います。 

 

 

以上です。 

 



薬VAN 棚卸手順書 
 

２０１１年１１月１日 



目次 

• 薬品ごとに棚卸し  Ｐ２～Ｐ１１ 

• 棚番ごとに棚卸し  Ｐ１２～Ｐ２１ 

１ 



薬品ごとに棚卸 



はじめに 薬品ごとに棚卸 

 
 

①薬品名順に棚卸しする場合、棚番を一薬品につき一つ設定している場合、薬
VAN導入時の初期在庫設定のための棚卸しをする場合は、この手順を使って棚
卸すると簡単にできます 

②実棚数は業務終了時点の在庫を計数して下さい 

③入出庫の伝票日付に注意して下さい 

  例）７月３１日に棚卸（実棚計数）する場合 

    ７月３１日付けの納品分、出庫分は（例え伝票が到着してなくても）実棚計数 

    に加味して下さい 

    ８月１日付けの納品分、出庫分は実棚計数から除外して下さい 

④予製管理をしている薬局は、棚卸前に予製在庫をゼロにしてから実施して下さい 

    ・戻す前の予製在庫を帳票出力しておきます※１ 

    ・予製在庫をゼロにします 

    ・予製薬品を棚に戻してから実棚計数します 

    ・棚卸データ確定まで一気にしてしまいます 

    ・棚卸がすべて終了したら※１の帳票を見て予製在庫をつくります 

     別冊の手順を参照（棚卸前の＠在庫の対処方法） 
 

 

 ２ 



棚卸方法：下記設定の並
びで棚卸する 

並び替え項目 

並び順 

改ページの指定をする 

３つまで条件指定可能 

設定した順で記入表、実棚入力画面が表示されます 

入力終われば設定更新ボタン 

１．事前設定  

 （１）設定→システム設定→棚卸設定 

 

 



２．棚卸記入表出力 

 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②表示を何回かクリックして、取扱品を表示 

③棚卸→棚卸記入表を押す 

④棚卸記入表が表示されるので印刷する 

③ 
① 

② 

３ 



３．実棚計数（棚卸記入表の単位で計数すること） 

  ①棚卸記入表を手元において、実棚在庫を数
え、記入表に書き込む 

  ②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余
白に品名と実棚在庫数を記録しておく 

 

 



４．実棚入力 

 （１）薬品選択と入力画面 

 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②表示を何回かクリックして、取扱品を表示 

③すべての薬品を選択する 

④棚卸→実棚数入力を選択 

① 

② 

③ 

④ 

４ 



①棚卸記入表と同じ並びで表示されるのでひたすら数えた実棚数を入力す
る。入力するか「ENTER」キーを押すと実棚が黄色表示されます 

※修正なき実棚数はそのままでよい 

※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます 

４．実棚入力 

 （２）入力 

 



①帳票を押すと画面の帳票が印刷される 

②この帳票と棚卸記入表の計数を見比べる 

③間違えあれば修正 

４．実棚入力 

 （３）入力値チェック 

 

５ 



１．入力終われば確定押す 

 （空白はゼロとみなします） 
 

４．実棚入力 

 （４）入力データ確定 

 



４．実棚入力 

 （５）記入表余白に手書きした薬品の入力 

 

※「５の１」～「５の４」が一通り終了してから実施しましょう 

 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②検索キーか品名で手書きした薬品をひとつづつ検索 

③検索した薬品を選択する 

④手書き薬品をすべて選択したら棚卸→実棚数入力を選択 

あとは５の２と同じ画面なので実棚数を入力して確定 

① 

② 

③ 

④ 

６ 



５．理論在庫と実棚在庫の差異 

 

該当日の履歴をクリック 



６．理論在庫と実棚在庫の差異 
 （１）差異大きい薬品のチェック 

①「差」ボタンを押す 

②実棚と理論の絶対値誤差の大きい薬品順に表示されます。 

③誤差の大きい薬品は次のチェックをします 

  実棚計数間違いなら、再度棚卸計数をチェックして、実棚入力する 

※当画面の金額は差異金額です。 

  差額が－は理論在庫＞実棚在庫 ＋は理論在庫＜実棚在庫 

 

① 

７ 



５．理論在庫と実棚在庫の差異 

 （２）差異リスト発行 

 

①帳票ボタンを押すと、補正履歴リストが表示されます 

②実棚在庫、理論在庫の差異リストができます 

ココを押すとエクセル
にもできますよ 



６．在庫表出力 
（１）ゼロ円単価チェック（入庫実績が無い薬品）  

①抽出条件で医薬品：取扱品、単価＝０で抽出する 

８ 



６．在庫表出力 

 （２）ゼロ円単価の単価登録 

 

①７－（１）で抽出したゼロ円単価を選択する 

②マスタ→医薬品修正を押す 

 

① 

② 



①単価を一品ごと個別設定していくか 

②右下の一括変更を押して一括指定画面から 

  薬価＊倍率指定して画面の薬品を一括更新する 

③単価設定終われば確定を押す 

６．在庫表出力 

 （３）ゼロ円単価の単価登録（マスタ編集） 
 

 

① 

② 
③ 

９ 



６．在庫表出力 

 （４）在庫表の表示設定 

 

 

①設定→システム設定→帳票設定を表示 

②在庫表の設定をする 

③終われば設定更新を押す 

最終入庫単価指定の場合
薬価還元率は不要 

計算区分は指定少
数点で丸めるため
の指定です 



①棚卸メニューの在庫表を押す 

②小さい画面が表示されるので“在庫計算日”を指定する 

③在庫数の表示指定をする（ゼロ含む含まない、すべて） 
④出力をクリック 

６．在庫表出力 

 （５）在庫表出力指定 

１０ 



６．在庫表出力 

 （６）在庫表の表示 

ココを押すとエクセル
にもできますよ 



 

１１ 



棚番ごとに棚卸 



はじめに 棚番ごとに棚卸 

 

①薬品を複数の棚番に保管している場合、この手順を使って棚卸すると簡単にできます 
②実棚数は業務終了時点の在庫を計数して下さい 
③入出庫の伝票日付に注意して下さい 
 例）７月３１日に棚卸（実棚計数）する場合 
   ７月３１日付けの納品分、出庫分は（例え伝票が到着してなくても）実棚計数に加味 
      して下さい 
      ８月１日付けの納品分、出庫分は実棚計数から除外して下さい 
④予製管理をしている薬局は、棚卸前に予製在庫をゼロにしてから実施して下さい 
 ・戻す前の予製在庫を帳票出力しておきます※１ 
 ・予製在庫をゼロにします 
 ・予製薬品を棚に戻してから実棚計数します 
 ・棚卸データ確定まで一気にしてしまいます 
 ・棚卸がすべて終了したら※１の帳票を見て予製在庫をつくります 
   別冊の手順を参照（棚卸前の＠在庫の対処方法） 
     

 
 

 

１２ 



１．事前設定  

 （１）設定→システム設定→棚卸設定 

 

 

棚卸方法：棚番ごとに棚卸する 

棚番ごとに棚卸記入表、実棚入力できます 

入力終われば設定更新ボタン 



１．事前設定 

  （２）棚番チェックと設定 

①表示を何回かクリックして取り扱い品を表示 

②棚番１の項目をクリックする 

③その状態でA→Zをクリックすると棚番１未設定が上にくる 

④未設定分をひたすら登録しておく 

① 

② 

③ 

１３ 



１．事前設定 

  （３）棚番の設定ルール 

棚番をつけていく際は、以下のルールに従って設定をしてください。 

①必ず棚番1から順に設定する。 

②複数設定を行う場合は、メインの棚を「棚番１」に、そのほかを 

  棚番2，3……に設定する。 

 
※①は必ず守ってください。棚番４だけに登録などのように飛ばして設定すると記入表や実棚数入力画
面に棚番が正常に反映されません。 

１３ 



２．棚卸記入表出力 

 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②表示を何回かクリックして、取扱品を表示 

③棚卸→棚卸記入表を押す 

④棚番ごとに棚卸記入表が表示されるので印刷する 

③ 
① 

② 



３．実棚計数（棚卸記入表の単位で計数すること） 

  ①棚卸記入表を手元において、棚ごとに実棚
在庫を数え、記入表に書き込む 

  ②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余
白に品名と実棚在庫数を記録しておく 

 

 

１４ 



５．実棚入力 

 （１）薬品選択と入力画面 

 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②表示を何回かクリックして、取扱品を表示 

③すべての薬品を選択する 

④棚卸→実棚数入力を選択 

① 

② 

③ 

④ 



５．実棚入力 

 （２）入力 

 

①棚卸記入表と同じ並びで表示さます。棚毎に数えた実棚数を入力する 

  数字入力するか、「ENTER」キーを押すと実棚数が黄色表示されます。 

②理論在庫と実棚初期値は、棚番１に集約されて表示されます 

※修正なき実棚数はそのままでよいです 

※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます 

 １５ 



５．実棚入力 

 （３）入力値チェック 

 

①帳票を押すと画面の帳票が印刷される 

②この帳票と棚卸記入表の計数を見比べる 

③間違えあれば修正 



５．実棚入力 

 （４）入力データ確定 

 

①入力終われば確定押す 

②棚番ごとに入力した実棚数が自動的に合計されて薬品の在庫数
となります（空白はゼロとみなします） 

１６ 



５．実棚入力 

 （５）記入表余白に手書きした薬品の入力 

 

※「５の１」～「５の４」が一通り終了してから実施しましょう 

①日付けを棚卸日に変更して再読込を押す 

②検索キーか品名で手書きした薬品をひとつづつ検索 

③検索した薬品を選択する 

④手書き薬品をすべて選択したら棚卸→実棚数入力を選択 

あとは５の２と同じ画面なので実棚数を入力して確定 

 

① 

② 

③ 

④ 



６．理論在庫と実棚在庫の差異 

 

該当日の履歴をクリック 

１７ 



６．理論在庫と実棚在庫の差異 
 （１）差異大きい薬品のチェック 

①「差」ボタンを押す 

②実棚と理論の絶対値誤差の大きい薬品順に表示されます。 

③誤差の大きい薬品は次のチェックをします 

  実棚計数間違いなら、再度棚卸計数をチェックして、実棚入力する 

※当画面の金額は差異金額です。 

  差額が－は理論在庫＞実棚在庫 ＋は理論在庫＜実棚在庫 

 

① 



６．理論在庫と実棚在庫の差異 

 （２）差異リスト発行 

 

①帳票ボタンを押すと、補正履歴リストが表示されます 

  画面と同じ並び順で出力されます 

②実棚在庫、理論在庫の差異リストができます 

ココを押すとエクセル
にもできますよ 

１８ 



７．在庫表出力 
（１）ゼロ円単価チェック（入庫実績が無い薬品）  

①抽出条件で医薬品：取扱品、単価＝０で抽出する 



７．在庫表出力 

 （２）ゼロ円単価の単価登録 

 

①７－（１）で抽出したゼロ円単価を選択する 

②マスタ→医薬品修正を押す 

 

① 

② 

１９ 



①単価を一品ごと個別設定していくか 

②右下の一括変更を押して一括指定画面から 

  薬価＊倍率指定して画面の薬品を一括更新する 

③単価設定終われば確定を押す 

７．在庫表出力 

 （３）ゼロ円単価の単価登録（マスタ編集） 
 

 

① 

② 
③ 



７．在庫表出力 

 （４）在庫表の表示設定 

 

 

①設定→システム設定→帳票設定を表示 

②在庫表の設定をする 

③終われば設定更新を押す 

最終入庫単価指定の場合
薬価還元率は不要 

計算区分は指定少
数点で丸めるため
の指定です 

２０ 



①棚卸メニューの在庫表を押す 

②小さい画面が表示されるので“在庫計算日”を指定する 

③在庫数の表示指定をする（ゼロ含む含まない、すべて） 
④出力をクリック 

７．在庫表出力 

 （５）在庫表出力指定 



７．在庫表出力 

 （６）在庫表の表示 

ココを押すとエクセル
にもできますよ 

２１ 
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